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■支援の背景

本道の漁業生産において、ホタテは生産量・生産額共に非常に高く、重要な魚種の一つとなっ

ています。しかし、加工作業の中で行われる生鮮貝柱の分離作業は、非常に煩雑で人手を多く必

要とし作業効率の妨げとなっています。㈱ニッコーはそのような生鮮貝柱の分離作業を自動的に

行う装置を開発し、製造・販売を行っています。当場では、分離作業の機械化を推進するため、

従来から水産加工現場で行われている手剥きなどの分離作業方法と機械処理との違いを明確化す

るための各種試験方法について技術支援を行いました。

■支援の要点

１．機械化の推進のための課題の整理

２．従来方法と機械処理の性能比較試験方法の検討

３．性能比較試験の実施

■支援の成果

１．水産試験場の協力を得て、オホーツク地域における貝柱分離作業の状況を調査し、機械化の

推進のための課題を整理しました。

２．従来の処理方法を機械処理に置き換えることが可能であるかを判断するため、性能比較試験

方法を検討しました。

３．検討した方法の試験を実施し、ニッコー製の貝柱自動剥き機と従来法との性能の違いを明ら

かとすることができました。
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